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「安全最優先」の理念の確立に向けて 

 

私たちニッスイグループは、2030 年度の目指す姿として、「人にも地球にもやさしい食を世界にお

届けするリーディングカンパニー」と定め、ワンランク上の企業として成長し続けることを掲げています。 

上記達成のためには、企業として最も重要な財産である従業員の皆さん一人ひとりが、「能力を十分

に発揮し、躍動すること」が欠かせません。そして、そのためには、心身の健康保持増進はもとより、誰も

が「安全・安心」に働ける職場環境を整備することで、初めて従業員一人ひとりが成長し、ひいては、企

業としても成長し続けていくことが出来ます。 

 

食の可能性を追求し、「新しい食」をお客様に提供するためには、品質や生産性を向上させることはも

ちろんですが、それ以上に「安全」は不変の理念であり、安全活動が重大であることを強く認識しなけれ

ばなりません。しかしながら、今年度もグループ全体において、大幅な労災の削減には至っていないの

が現状です。 

 

つきましては、ニッスイグループで働く全ての従業員の方々が、健康で「安全・安心」に働き続けられ

るために、改めて以下の事項を皆さんの職場で実践し、しっかりと浸透させてください。 

 

1. 如何なる場面においても、安全は全てに優先すること 

2. 各職場のトップは、自らメッセージを伝え、安全を守る姿勢を率先して示すこと 

3. 誰もが心身の良好を保ち、安全に働くことが出来る様に、健康状態にも配慮すること 

4. 安全衛生に関する法令やルールを厳守し、仲間のルール違反は見過ごさないこと 

5. 事故の個別対策に留まらず、安全衛生マネジメントシステムの考えを基本に安全管理体制を 

仕組み化すること 

6. 危険源の特定・評 価、対策によるリスク除去・低減の PDCA サイクルを通じて、災害事故の 

永続的な発生防止に努めること 

7. 作業行動や安全設備の点検は、重要業務の一つと認識し、定期的に実施すること 

8. 働く誰もが事故を予防できる様に、危険個所の共有や安全に関する教育・訓練を実施すること 

 

安全風土は一朝一夕で醸成されるものではなく、安全の重要性を繰り返し伝え続けるとともに、日々

のコミュニケーション・着実な安全活動の積み重ねによって、全員が安全意識を強く持つことで初めて

もたらされます。グループ一丸となって、より一層「安全・安心」に働ける職場環境の実現に向けて尽力

し、リーディングカンパニーとなれるように、今後も成長しつづけていきましょう。 

以上 


